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第31回シンポジウムルポ
三菱重工業側伊藤弘道

5 月 25， 26 日の平成 6 年度春季研究発表会に先立ち，

24 日，第 31 回シンポジウムが名古屋駅前中部品質管理

協会にて，総勢 41 名の参加者を得て開催きれた.今回の

テーマは「信頼性 情報通信システムの性能評価」で，

高度情報化社会を支えるインフラストラクチャとして今

後社会的重要度を増し，ますます大規模化かつ複雑化し

てゆく情報通信システムに対して，データ伝送，ソフト

ウエア品質評価， リスポンシブシステム，分散処理シス

テム， トラヒック解析等 5 つの異なった方向から現状を

把握し，将来性を認識しようとするのが目的であった.

本シンポジウムのオーガナイザー鳥取大学山田茂氏の

司会のもと，愛知工業大学中川章夫氏の挨拶で開会した

シンポジウムの最初の講演は，愛知工業大学安井一民氏

による「データ通信システムの信頼性評価j であった.

通常通信システムで用いられている誤り訂正方式として

は， FEC方式， ARQ方式およびHybridARQ方式の 3 つ

が知られており，きらにARQ方式は， stop-and-wait方

式， go←back-N方式およびselective-repeat方式に分類

きれる.講演ではまず， stop-and-wait ARQ方式の一般

化きれたモテ"ルについて説明し，次いでデータ伝送にお

ける誤り現象が間欠障害によるものと仮定した場合の伝

送モデルについて考察がなされた.

午後の講演は，まず東芝山田淳氏の「ソフトウエアの

品質評価」で始まった. ISO/IEC 9126 にもとづくソフ

トウエアの品質評価特性や品質保証計画などの概要，次

いでプログラム品質評価の具体的な技法について説明が

なされた.プログラム品質評価のための定量的指標や各

種信頼度成長モテールなどの具体的な手法について幅広く

説明されたことは，特に企業の実務者にとって有益で

あったものと推測する.講演内容は，通信システム用ソ

フトウエアに限定したものではなし述べられた手法の

多くはソフトウエアの種類を問わず適用可能と思われる.

次に，大阪大学角田良明氏による「リスポンシプシス

テムについて」と題する講演に移った. リスポンシブシ

ステムとは，並列/分散システム環境でフォールトトレ

ラントシステムとリアルタイムシステムの機能を統合し

たものであり， 1990 年に初めて提唱されたばかりという

最新の概念である.まだ歴史が浅いため，今回の講演内

容では概念の紹介が主であったが，講演者は現在，この

概念の情報通信システムへの適用を試みており，現時点

1994 年 8 月号

での研究成果の説明も行なわれた.

可会を流通科学大学三道弘明氏が引き継ぎ，富士通青

山幹雄氏の「分散処理システムの性能評価」という 4 件

目の講演があった. 日本におけるペトリネットの適用は

FMSの生産工程の評価に関するものが多いものの，通信

システム・分散データベース関係への適用はまだまだと

いうのが現状である.それでもすでにさまぎまなモデル

が提案きれているが，講演者はそれらの中でも特に一般

化確率ペトリネット (GSPN) とカラーペトリネット

(CPN) の有効性を強調しており，パブリックドメイン

ソフトとして入手可能とのことである(本件に関する質

問の宛先はe-maiJ : petri-net@exs. ts. fujtsu. co. jp). 

最後の講演は， NTT町原文明氏の「通信システムのト

ラヒック解析」と題するテーマで行なわれた.次世代の

高度広帯域通信網の通信方式として注目される ATM

(Asyncronous Transfer Mode) は，ディジタルパケッ

ト交換方式の一種であるが，従来のパケットとは異なり，

情報フィールド(セル)は固定長であり，きらにセルの

発生量は常に一定ではない.したがって，従来のSTM

(Syncronous Transfer Mode) のトラヒック制御問題

と比較し接続中の要求帯域の変動をいかにして予測す

るかという新たな問題が発生することになる.マルコフ

変調ポアソン過程 (MMPP) を用いて，この問題を解決

しようとする試みがなされているものの，今後解決すべ

き課題が数多く残きれているのが現状である.

以上，第 31 回シンポジウムの内容を紹介した.今回の

シンポジウムは，冒頭にも述べたように 5 つの異なった

テーマについて講演がなされた結果，情報通信システム

に関しきわめて幅広い内容を網羅することになった.そ

れぞれが研究テー?として興味深し解説的にも面白し

かっ実用性に富む内容の講演であったために，多少の専

門の違いを越えても参加者全員にとってはきわめて興味

深いものとなったであろう.今回のシンポジウムがきっ

かけとなり，本講演の各テーマに関し，今後わが国でさ

らに幅広く研究がなされ，その成果が各種製品に適用き

れることで，将来の情報通信システムの発展に大きく寄

与することを願う次第である.
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